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平成 22 年 9 月 17 日 

川上神社の古代文字「絵文字」の考察 

丸谷憲二 

1 はじめに 

 川上神社(小田郡矢掛町小田有木谷)は、岡山県神社庁に登録されていない小さな神社で

ある。矢掛町史にも記録されていない。この神社に絵文字が伝承されている。未だ解読さ

れていない絵文字である。私は有木谷という地名に注目している。有鬼である。 

「阿比留(アヒル)文字では無い」との野崎 豊先生の教示を受け、8 月 30 日に御案内いた

だいた。 

   

川上神社の古代文字「絵文字」 

 

2 川上神社の絵文字 

川上神社は、『矢掛町史本編・資料編・民俗編』にも記録されていない。川上神社の古代

文字は「絵文字」である。「絵文字」は文字に先行する段階と説明される。つまり、「アル

タミラ洞窟天井の指の跡」の次の段階の表記である。 

絵文字とは「描かれた対象の意味を伝える単独の記号」である。川上神社の絵文字が神

代文字であるならば、日本最古の神代文字の発見である。現在迄に公開されている神代文

字と比較し、最古の絵文字であることを確認した。最古の神代文字「カタカムナ文字」の

前の段階である。視力検査表(ランドルト環視力表:フランスの眼科医エドマンド・ランド

ルト（1846～1926）開発)のような絵文字である。 

 

3 神代
じんだい

文字 説 

「神代
じんだい

文字」で記録された太古文献（竹内
たけうち

文書・九鬼
く か み

文書=春日
か す が

文字・宮下文書=アソヤマ

文字・東日流
つ が る

外三
そとさん

郡誌
ぐ ん し

=津保
つ ぼ

化
け

砂書文字 等）は現在の学説では偽書とされている。 

最古とされる『東日流
つ が る

外三
そとさん

郡誌
ぐ ん し

』の 9 種類の「絵文字」等と比較した。一番近い絵文字が

カタカムナ文字である。 

 

3.1 カタカムナ文字 

 カタカムナ文字と呼ばれる神代文字がある。川上神社の神代文字に「カタカムナ文字(化
か

美津之
み つ の

文字・八鏡
やかがみ

之字)」が類似している。しかし、一致する文字は一字も無い。 

 

3.1.1 カタカムナ文明 
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「カタカムナ文献」とは物理学者、楢崎
ならさき

皐月
さ つ き

氏（1899～1974）がカタカムナ文献の原本を

筆写し解読を行った。楢崎
ならさき

皐月
さ つ き

氏の死後も相似象学会により研究、解読が進められた。 

 カタカムナ文字の原本は、1949 年、兵庫県六甲山系の金鳥山において、平
ひら

十字
と う じ

氏から「カ

タカムナ神社の御神体」として楢崎氏に伝えられた巻物である。楢崎氏は巻物を転写して

解読を行った。平十字氏は「カタカムナの神を伝える家は、平家と食家（中家を入れて三

家）の二つしかない」と語った。 

楢崎皐月氏は巻物に描かれていた図形を見て、昭和 19 年(1944)頃、満州吉林での盧有三

(90 歳位)老子教老師の話を思い出した。「日本の上古代に、アシア族という種族が存在し、

八鏡の文字を使い特殊な鉄を作り、さまざまな生活技法を開発し高度な文明を持っていた。

それが神農氏により伝えられシナの文化のもとになった。秘かに日本に伝わっている」と。

記号の形状が、「カタカナ」の「サ」や「キ」や「リ」や「ヰ」などの形状と類似している

ことや、渦巻状の図象のうちの一つが 48個の異なる記号により構成されていることから、

それらの記号が日本語のイロハ 48声音に対応していると考えた。 

  

カタカムナ図表（相似象学会誌『相似象』第 3・９号） 

カタカムナ声音符と「カタカナ」48 音との関係 

解読のポイント 

① カタカムナ文字は時計回りで渦巻状に記され中央から読み進める。 

② カタカムナ文献は全て簡潔な歌で表されている。 

③ 渦巻きの中央には「ヤタノカカミ」「フトマニ」「ミクマリ」と呼ばれる図章が記され

ている。 

④ 二文字あるいは三文字が重なり合って一文字の新しい字形を作る。 

 

4 騎馬民族説 馬具 説 

9 月 9 日に田井広栄住職より「馬具を図案化している。先祖が騎馬民族であることを記

録に残すための奉納額ではないか」との教示を受けた。馬具の 鐙
あぶみ

と馬銜
は み

( 轡
くつわ

)である。 
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  奉納額    中段 木心鉄板張輪 鐙
あぶみ

    下段 楕円形鏡板付 轡
くつわ

 

        5 世紀前半 滋賀新開 1 号墳      福岡 日拝塚古墳 

『日本馬具大鑑 1 古代上』収録 

 

4.1 鐙
あぶみ

と馬銜
は み

( 轡
くつわ

) 

鐙
あぶみ

は馬に乗る際の足がかりと、鞍の上に 跨
またが

って乗馬中の体の安定を保つ機能を持つ「あ

しぶみ」からきた名称である。 

馬銜
は み

( 轡
くつわ

)とは、馬の口に含ませる金属製の棒状の道具である。馬の口には前に 12本の

切歯があり、切歯の後ろはかなり広い歯のない部分がある。その奥に臼歯（奥歯）が並ん

でいる。この歯のない部分に馬銜
は み

をかける。騎手の手綱さばきはこぶしから手綱を通じて

馬銜
は み

に伝えられて、馬を意のままに動かすことができる。 

『古墳時代の馬との出会い』収録の「初期馬具の変遷図」と比較した。5 世紀前半～中葉

頃の絵である。中央部が 鐙
あぶみ

、下部が 轡
くつわ

(馬銜
は み

)である。 

 

4.2 馬の日本への渡来 

3 世紀末（280～290 年）に書かれた魏志倭人伝に「その地には、牛・馬・虎・豹・羊・

鵲なし」と記録されている。弥生時代まで日本には馬が居なかった。約 6000 年前、中央ユ

ーラシア草原地帯の人々は、馬を御するための画期的な馬具「馬銜
は み

」を発明した。 

馬文化が日本に渡来したのは古墳時代、5 世紀初めのことである。馬の遺骸が確認でき

るのは 5 世紀中頃（西暦 450 年前後）、宮崎県六野原地下式横穴墓群 8 号墓から出土した馬

で、 轡
くつわ

を口に装着したままの姿で墓に葬られていた。その頃の馬は体高 120～130cm の小

中型馬だった。 

岡山県内では百間川沢田遺跡、上東遺跡、川入遺跡などで古墳時代の中型馬に属する馬

が出土している。大阪府、和歌山県、奈良県などの畿内、岡山県が古墳時代の中でも、他

の地域に先駆けて馬が出土している。 

 

4.3 上部「左・上・左」「左尊位」から見える渡来時期 

先祖が騎馬民族であることを記録に残すための奉納額だとすれば、何時、渡来したのか

の記録が必要である。上部の「左・上・左」とは「左尊位」を意味している。「左尊位」か

ら渡来時期を推定できる。大修館書店『漢語林』の説明では、「左右いずれかを尊位とする
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かは、時代や国によって一様ではない。」中国では下記のように区分されている。 

突厥国の東西分裂は 583 年である。川上一族の渡来時期は六朝時代の最後、583～589 年

頃である。突厥国の東西分裂による混乱により吉備（黄蕨）国へ渡来した。 

 

左尊位 右尊位 

周
しゅう

 紀元前 1046 年頃～紀元前 256 年 戦国時代 紀元前 403 年～紀元前 221 年 

六 朝
りくちょう

時代
じ だ い

 
222 年～589 年 秦

しん

 紀元前 778 年～紀元前 206 年 

唐
とう

 618 年～690 年・705 年～907 年 漢 紀元前 206 年～263 年 

宋
そう

 960 年～1279 年 元 1127 年～1368 年 

明
みん

 1368 年～1644 年   

清
しん

 1644 年～1912 年   

 

5 有木谷の有木の考察 

5.1 吉備(黄蕨)中山 有木神社 

 吉備中山は備前と備中にまたがり、両国の境に有木山が有り有木神社がある。治歴 4 年

(1068)には有木神社の名は既に都に聞こえていた。明治初期の『一品吉備津宮社記』に「有

木神社。有木山麓鎮座。祭神巨智麿
こ ち ま ろ

。一説曰、針間
はりまの

牛鹿直
うじかのあたい

」とある。 

『古事記』孝霊天皇段に「若日子健吉備津日子命(大吉備津彦命)の兄「日子
ひ こ

寤間
さめまの

命
みこと

」が針

間牛鹿臣の祖」とある。 

  

有木神社 

備後 吉備津神社の社家は有鬼
あ り き

氏である。大同元年(806)に備中吉備津宮を分社した時に、

吉備中山の有鬼
あ り き

氏より社家が来て元禄頃まで有鬼
あ り き

氏が宮司職であった。古代には祭祀権を

持つ人間が政治権力を握っていた。中山神社(津山市一宮)『中山神社資料』の荷前(のさき)

祭主は有木氏と東内氏である。荷前とは祭りの時に、神への供物を集める役である。 

有鬼
あ り き

氏から有木氏への変更は、「和銅六年(713)の制」によるものである。「機内と七道と

の諸国の郡、郷の名は好
す

き字を着けしむ」によるものである。 

 

5.2 魏志倭人伝の「有鬼國」と有木(鬼)神社 

『備前吉備津彦神社縁起』延宝丁巳(延宝五年・1677)の朱印有りに、 

「モウ鬼・ツテウ鬼・シャクシャウ鬼トテ不知其数」とある。 

『魏志倭人伝』に有鬼
う き

國と鬼奴
き な

國が記録されている。『先代
せんだい

旧事
き く じ

本紀
ほ ん き

大成経
たいせいきょう

七十二巻本』
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に「黄蕨前国一宮」との記録がある。「黄蕨前国一宮」とは、「有鬼
う き

國」の「有鬼
う き

神社」で

ある。 

『魏志倭人伝』は中国の史書『三国志』の「魏書東夷伝
とういでん

」倭人の条の俗称で、撰者
せんじゃ

は晋
しん

の

陳寿
ちんじゅ

である。3 世紀後半に成立。倭国の記録は 2～3 世紀である。 

鬼奴国の記録は、熊野本宮大社･九鬼
く か み

宮司家の『九鬼文書』に注目している。九鬼家は大中
おおなか

臣
とみ

神道の宗家で熊野別当宗家である。古代末、中世から近世にわたり日本最強の九鬼水軍

を率いた名門（戦前は子爵）である。 

 

『魏志倭人伝』 

自女王國以北、其戸數道里可得略載、其餘旁國遠絶、不可得詳。 

次有斯馬國、次有已百支國、次有伊邪國、次有都支國、次有彌奴國、

次有好古都國、次有不呼國、次有姐奴國、次有對蘇國、次有蘇奴國、

次有呼邑國、次有華奴蘇奴國、次有鬼國、次有爲吾國、次有鬼奴國、

次有邪馬國、次有躬臣國、次有巴利國、次有支惟國、次有烏奴國、 

次有奴國、此女王境界所盡。 

『先代
せんだい

旧事
き く じ

本紀
ほ ん き

大成経
たいせいきょう

七十二巻本』「巻第三 陰陽本紀」 

「是斎元二神不レ同二異国諸神無一レ威、其法元也、先産二十有三柱神等一、先生二天
あめの

水建大
み た け お お

秋津
あ き つ

彦
ひこ

神一（速
はや

秋津
あ き つ

日子
ひ こ

）、次生二地水建小秋津
あ き つ

媛
ひめ

神一（速
はや

秋津
あ き つ

比売
ひ め

）、此神坐二黄蕨前国一宮一矣、

潤二世界一神、有二威徳一神、此二神者水方神也 

 

5.3 有木谷 小田郡矢掛町小田 

小田郡矢掛町小田有木谷は、川上一族 15 軒の谷あいにある小さな集落である。集落の東

側に観音山(岩屋山)がある。山頂に八畳岩があり竜王を祀っている。南の安部山に安部清

明伝承がある。矢掛町には鵜飼との地名があり鵜江神社がある。 

 

5.3.1 大本鵜江神社と「鵜」 

大本鵜江神社(岡山県小田郡矢掛町東川面)の祭神は吉備津彦命・宇良御玉命である。社

伝に「吉備津彦命昇天、御遺骸を中山の南峰に埋葬する時に、御棺鳴動して一羽の鵜飛び

出て、南方に翔る。其止まる処を鵜江神社とす」とある。 

鵜江(うごう)神社が 2箇所(小田郡矢掛町西川面字宮本と小田郡矢掛町小林)ある。『大日

本史』に、「吉備津彦がこの国の賊を討つとき、賊が水に没して逃げるのを、楽楽
さ さ

森彦
もりひこ

が泳

いでこれを逐った形状が鵜のようであり遂に賊を捕らえた」とある。 

鵜江神社(笠岡市神島外浦)は『延喜式』式内社である。鵜成神社(祭神 吉備津彦命 小

田郡矢掛町宇内)もある。 

 

5.3.2 鵜飼 

鵜飼い・鵜飼・鵜養は、鵜
う

を使ってアユなどを獲る漁法の一つである。歴史は古く『日

本書紀』神武天皇条に「梁を作つて魚を取る者有り、天皇これを問ふ。対へて曰く、臣は
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これ苞苴擔の子と、此れ即ち阿太の養鵜部の始祖なり」とある。鵜養部の記録である。 

 

6 川上一族 

 古代吉備(黄蕨)国の川上一族の先祖について 2 説が考えられる。 

 

6.1 熊襲の首長 川上梟帥
た け る

 

 第 12代景行天皇の皇子は幼名を小碓
おうすの

命
みこと

といった。後の日本武尊である。武勇に秀てて

いた小碓
おうすの

命
みこと

は、16才の時、景行天皇の命により九州に入った小碓
おうすの

命
みこと

は、熊襲の首長川上

梟帥
た け る

が祝事のため一族を集めて酒宴を催した日に、美少女の姿に変装して忍び込み、夜更

けて熟睡する川上梟帥
た け る

に近寄って短刀を突き立て誅伐する。 

川上梟帥
た け る

は死に臨んで小碓
おうすの

命
みこと

の武勇を讃えて日本
や ま と

武尊
た け る

の号を献じた。こうして小碓
おうすの

命
みこと

は九州の熊襲を平定した。『東日流
つ が る

外三
そとさん

郡誌
ぐ ん し

』は、首長の首長川上梟帥
た け る

らを日本
や ま と

武尊
た け る

によっ

て討たれた熊襲が、比較的短期日の間に勢力を回復したことには、荒吐族の援助があった

と記録している。 

 

6.2 川
かわ

上摩須
か み ま す

良王
ら お う

と吉備津彦命 

『久美浜町誌』(京丹後市久美浜町)に、川
かわ

上摩須
か み ま す

良王
ら お う

系図が収録されている。吉備津彦

命との関係で注目したい。王者の谷（現在の久美浜町須田）に住んだ川上摩須良王。川上

摩須良女は、丹波の平定を命じられた大和王朝の王族丹波道主命と結婚し、その子比
ひ

婆須
ば す

比売
ひ め

は垂仁天皇の皇后となり景行天皇を生んだ。 

昭和 56 年（1981）10 月、川上地区須田・伯耆谷古墳群の湯舟坂２号墳から、「金銅装双

竜環頭
かんとう

太刀
た ち

」（２例目）が出土し「国の重要文化財」に指定されている。 

 

 

 

7 まとめ 

① 川上神社の絵文字は、魏志倭人伝「有鬼國」の絵文字である。 

② 川上一族の先祖は騎馬民族であり、渡来時期は六朝時代の最後 583～589 年頃である。 

③ 川上一族の先祖は熊襲・川上梟帥
た け る

の末裔である。 

 

8 謝辞 

最後に、川上神社、有木谷の重要性をご指導いただいたに野崎 豊先生（神道考古学・神

社考古学）、「馬具を図案化している。先祖が騎馬民族であることを記録に残すための奉納

額ではないのか」との教示を戴いた田井広栄住職に深く感謝したい。 

 

9 追記 吉備
き び

文字・忌部文字 

① 『東日流
つ が る

外三
そとさん

郡誌
ぐ ん し

』に、「ツボケの民が作ったという奇怪なオテナ石塔」を紹介してい

る。聖なる三山の西に「石塔山
いしのとう

」と呼ばれる小高い山があり、大山祇神を祀った神社があ
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る。その神域の 1km 四方に渡って奇怪な石塔がいくつか点在している。川上神社の裏山に

も類似した石塔が存在している。(野崎 豊先生の教示) 

② 神代文字として、原田実氏は吉備真備(693～775)が使ったとされる吉備
き び

文字を紹介し

ている。南北朝時代の藤原長親は『倭仮字
やまとかな

反切
はんせつ

義解
ぎ か い

』で吉備真備をカタカナと五十音図の

発明者としている。関連して忌部
い ん べ

文字 3 種類を紹介している。 
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